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各 位 

平成２１年１１月２０日 

三菱製紙株式会社 

 

 国内社有林でＦＳＣ森林認証を取得  

 

 

 三菱製紙株式会社は、適切な森林管理の推進、及びＦＳＣ森林認証について理解を深

めていただくことを目的に、このたび新たに福島県と青森県の社有林にてＦＳＣ森林認

証を取得しました。認証取得の社有林面積は、福島県西郷村で１０７ｈａ、青森県七戸

町で２９１ｈａです。 

 

今回の認証取得により、三菱製紙グループ国内社有林のＦＳＣ認証面積は、すでに岩

手県岩泉町グループ認証林の一部として取得している社有林を合わせ、９６８ｈａにな

ります。なお、三菱製紙の国内社有林の総面積は約３，４００ｈａです。 

 

三菱製紙は、環境憲章で「資源の保護・育成と植林木の活用」を掲げ、環境に適切な

森林の保護・育成を推進する手段として「ＦＳＣ森林認証の取得」に取り組んできまし

た。海外では、２００２年に南米チリ植林地で認証を取得し、認証材を供給しています。

また、２００７年には岩手県岩泉町の社有林が岩泉町グループ認証に加入し、国内社有

林認証取得の一歩を踏み出しています。 

 

 昨今、国内森林の荒廃が問題となっており、森林を管理することの必要性が提起され

ていますが、適切な森林管理について一般に知られていないのも現状です。このため、

三菱製紙は、社有林で適切な森林管理を推進するとともに、当社ＣＳＲ活動の一つであ

る「エコシステムアカデミー」の中で、社員を含む一般の皆様にも適切な森林管理を経

験していただくことを検討しております。 

 

この「エコシステムアカデミー」は、“森のめぐみ”をテーマに、森の生態系から木

を使ったものづくりまでを視野に入れた環境教育です。生物多様性保全や地球温暖化防

止について、森林保全の面から理解していただくことを主な目的としています。現在、

福島県西郷村の社有林と関連施設を中心に整備を進めています。 

 

以 上 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

  三菱製紙株式会社 社長室ＣＳＲ推進室長  桂 徹 

電話：０３－３２１３－３７６３ 
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（参考） 

【福島県西郷
にしごう

村の社有林】          【このたびの森林認証の証書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＦＳＣ森林認証について】 

 

ＦＳＣ森林認証は、環境、経済、及び社会の３つの観点から森林管理を認証する制度で

す。その森林で生産された木材や木材製品をラベリングすることを通じて“責任ある森

林管理”を普及させることを目的としています。 

ＦＳＣの制度は、森林管理を対象としたＦＭ認証と、加工・流通を対象としたＣＯＣ認

証があります。今回取得した認証は、森林管理を対象としたＦＭ認証です。ＣＯＣ認証

は、森から製品までを繋ぐものです。 

なお、三菱製紙は、日本の製紙メーカーとして初めて２００１年にＣＯＣ認証を取得し、

また、ＦＳＣ森林認証紙を上梓しております。 


